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「四方転び踏み台」

春
期
拡
大
行
動

二
〇
〇
名
増
を
め
ざ
す
�

建設長崎各支部対抗建設長崎各支部対抗建建設設長長崎崎各各支支部部対対抗抗
ソフトボール大会開催お知らせソフトボール大会開催お知らせソソフフトトボボーールル大大会会開開催催おお知知ららせせ
日 時 平成２１年４月１２日�
集 合 午前９時 開会 ９時３０分 ※小雨決行
場 所 琴海町北部グラウンド

昨
年
、
九
月
十
三
日
開
催
の

建
設
長
崎
第
二
回
本
部
執
行
委

員
会
で
提
起
さ
れ
た
秋
期
拡
大

目
標
二
六
〇
名
に
対
し
て
、
各

支
部
が
各
々
に
独
創
的
な
行
動

を
展
開
し
努
力
し
た
結
果
、
一

〇
三
名
の
新
加
入
者
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秋
期
拡

大
行
動
に
お
い
て
は
、
大
村
支

部
が
拡
大
目
標
一
五
名
に
対
し

て
、
一
七
名
の
加
入
を
行
い
、

見
事
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
厳
し
い
経
済
情

勢
の
中
で
も
や
れ
ば
で
き
る
と

の
大
き
な
弾
み
を
つ
け
た
行
動

と
な
り
ま
し
た
。

秋
期
拡
大
目
標
を
達
成
し
た
大

村
支
部
に
対
し
て
、
十
万
円
の

拡
大
達
成
功
労
金
を
贈
呈
し
、

更
に
、
春
期
の
拡
大
に
弾
み
が

つ
い
た
よ
う
で
す
。

行
動
日
の
設
定
に
つ
い
て

二
月
を
準
備
期
間
と
し
て
、

三
月
・
四
月
・
五
月
を
行
動
強

化
月
間
と
し
ま
す
。

準
備
期
間
は
、
春
期
拡
大
行

動
に
向
け
て
、
拡
大
ポ
ス
タ
ー

等
で
事
務
所
の
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

特
に
二
月
、
三
月
は
税
金
申

告
や
変
更
届
、
国
保
保
険
証
の

更
新
等
で
、
組
合
員
・
主
婦
の

皆
さ
ん
が
事
務
所
を
訪
れ
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、

役
員
と
書
記
局
員
が
一
体
と

な
っ
て
未
加
入
者
情
報
の
集
約

に
努
め
ま
す
。

拡
大
行
動
費
に
つ
い
て

拡
大
月
間
に
集
中
し
た
行
動

を
行
う
た
め
に
、
三
月
と
四

月
・
五
月
に
限
り
拡
大
行
動
期

間
の
参
加
者
に
対
し
て
、
動
員

会
計
費
よ
り
行
動
費
一
、
〇
〇

〇
円
と
交
通
費
一
、
五
〇
〇
円

を
支
給
し
ま
す
。

各
支
部
の
行
動
予
定
表
を
本

部
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

拡
大
達
成
功
労
金
に
つ
い
て

春
期
目
標
達
成
支
部
に
対
し

て
十
万
円
を
達
成
功
労
金
と
し

て
交
付
し
ま
す
。

※
拡
大
集
計
は
、
一
月
〜
五
月

分
の
増
減
表
で
行
い
ま
す
。

協
会
及
び
建
設
長
崎
は
、
一
月
二
十
日
に
長
崎
全
日
空
ホ
テ
ル
「
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル
」
に
て
、

新
春
交
流
会
を
開
催
し
、
来
賓
に
藤
井
副
知
事
、
椎
木
長
崎
市
副
市
長
、
谷
村
建
設
業
協
会
長

ら
を
迎
え
、
総
勢
一
三
七
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

金
子
会
長
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
の
挨
拶
の
中
で
、「
ア

メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
で
日
本

経
済
も
混
乱
し
て
お
り
、
地
場

建
設
業
界
も
よ
り
一
層

厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

工
事
数
の
減
少
や
受
注

単
価
の
大
幅
な
下
落
に

よ
り
、
現
状
を
突
き
破

る
明
る
い
光
は
差
し
込

み
そ
う
に
な
く
、
問
題

解
決
に
は
公
共
工
事
の

契
約
形
態
の
改
善
が
必

要
で
あ
り
、
多
く
の
業
者
が
元

請
業
者
し
て
受
注
す
る
事
が
出

来
る
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
方
式
（
Ｃ
Ｍ

法
式
）
を
活
用
す
る
必
要
性
を

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
金
子
会
長
を
は

じ
め
、
桑
原
県
土
木
部
長
ら
が

鏡
開
き
を
行
い
、
そ
の
後
、
前

田
顧
問
の
乾
杯
で
幕
を
開
け
、

毎
年
恒
例
の
福
引
大
会
を
行
う

な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
様
の

永
年
に
わ
た
る
ご
支
援
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

前
田
富
雄
氏
の
旭
日
小
授
章

受
章
祝
賀
会
が
、
二
月
十
一
日
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
議
会
議
員
と
し
て
十
七
年

以
上
に
わ
た
る
地
域
振
興
や
経

済
浮
揚
へ
の
貢
献
と
長
崎
県
職

業
能
力
開
発
協
会
に
お
い
て
平

成
四
年
か
ら
技
能
士

連
合
会
の
会
長
と
し

て
、
職
業
訓
練
・
技

能
向
上
へ
の
貢
献
が

讃
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。業

界
に
と
っ
て
も

大
き
な
慶
事
で
あ
り
、

永
年
に
わ
た
る
皆
様

の
ご
支
援
の
賜
物
で

あ
る
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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春春
期期
拡拡
大大
行行
動動

二二
〇〇
〇〇
名名
増増
をを
めめ
ざざ
すす
��

上
位
二
〜
三
名
が

全
国
技
能
競
技
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

２００９年

会
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～藤井長崎県副知事が初の講演～

１月２０日
於於 長長崎崎全全日日空空ググララババーーヒヒルル

協業設建小中

3

△情勢と今後の取り組みを報告する金子会長

△

熱
心
に
講
演
す
る

藤
井
副
知
事

あなたもチャレンジ
してみませんか
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本
部
主
婦
会
は
、
一
月
二
十
一
日
�
長
崎
総
支
部
が
担

当
と
な
り
、
稲
佐
山
観
光
ホ
テ
ル
で
新
年
の
つ
ど
い
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
本
部
役
員
の
他
、
来
賓
と
し
て
野
口

市
議
会
議
員
・
池
田
市
議
会
議
員
・
各
支
部
長
を
お
迎
え

し
、
総
勢
百
十
九
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
は

ち
ょ
う
ど
二
月
定
例
県
議
会
が

開
催
中
で
す
。

今
回
か
ら
委
員
会
構
成
が
変

わ
り
ま
し
た
。
常
任
委
員
会
は

こ
れ
ま
で
の
六
委
員
会
か
ら
、

四
委
員
会
に
変
わ
り
ま
し
た
。

「
総
務
委
員
会
」「
文
教
厚
生

委
員
会
」「
環
境
生
活
委
員

会
」「
農
水
経
済
委
員
会
」
で

す
。わ

た
し
は
「
環
境
生
活
委
員

会
」
に
今
回
は
所
属
し
て
い
ま

す
。
土
木
部
も
こ
の
委
員
会
の

所
属
で
す
。
特
別
委
員
会
は
、

前
年
に
引
き
続
い
て
の
「
県
庁

舎
整
備
特
別
委
員
会
」
と
新
た

に
「
世
界
遺
産
登
録
推
進
特
別

委
員
会
」
に
所
属
し
ま
す
。

な
お
、
世
界
遺
産
登
録
推
進

特
別
委
員
会
で
は
委
員
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

世
界
遺
産
の
早
期
の
登
録
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
長
崎

の
景
気
浮
揚
に
つ
な
が
り
ま
す

か
ら
。

二
月
の
定
例
県
議
会
で
、
わ

た
し
は
一
般
質
問
を
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
議
場
へ
傍
聴

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ん
へ
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
、

議
場
が
若
干
変
わ
っ
た
こ
と
に

お
気
づ
き
に
な
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
今
回
か
ら
質
問
方
式
に
一

問
一
答
方
式
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
対
面
質
問
席
が
新

た
に
で
き
て
い
ま
す
。
私
の
席

も
ひ
と
つ
右
に
移
動
し
ま
し
た
。

独
り
ぼ
っ
ち
席
と
な
り
、
少
々

違
和
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

質
問
の
詳
し
い
内
容
は
別
途

「
県
議
会
報
告
」
で
詳
し
く
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

今
の
経
済
状
況
は
一
〇
〇
年

に
一
度
の
世
界
規
模
の
不
況
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
期
に

渡
っ
た
建
設
不
況
に
加
え
て
、

製
造
業
を
中
心
と
し
た
今
回

の
不
況
の
波
は
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
や
キ
ャ
ノ
ン
な
ど
、
輸
出
を

主
力
と
す
る
世
界
的
な
大
企
業

に
も
ろ
に
被
っ
て
き
ま
し
た
。

派
遣
切
り
や
雇
い
止
め
な
ど
、

現
場
で
働
く
多
数
の
人
達
の
首

を
、
い
と
も
簡
単
に
切
り
、
企

業
を
温
存
し
よ
う
と
い
う
体
質

は
、
日
本
型
の
雇
用
関
係
が
、

い
つ
の
間
に
か
欧
米
型
の
雇
用

形
態
に
変
質
し
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
、
は
か
ら
ず
も
表
面

化
さ
せ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
会
社
を
正
常
に

運
営
す
る
た
め
に
は
、
資
金
も

必
要
で
す
、
経
営
者
も
必
要
で

す
、
そ
し
て
労
働
者
も
い
な
く

て
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ

と
を
再
確
認
し
て
行
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

荒
木
主
婦
会
長
の
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
い
あ
い
さ

つ
の
後
、
相
川
執
行
委
員
長
よ
り
組
合
の
現
況
と
今
年
の

抱
負
を
含
め
た
あ
い
さ
つ
を
頂
き
、
続
い
て
金
子
県
議
が

県
外
視
察
の
為
出
席
で
き
な
か
っ
た
為
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

読
み
上
げ
、
又
、
ご
来
賓
の
野
口
・
池
田
両
市
議
の
ご
あ

い
さ
つ
の
後
、
本
部
役
員
・
支
部
長
よ
り
ひ
と
こ
と
ず
つ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
交
流
会
に
移
り
ま
し
た
。

食
事
を
取
り
な
が
ら
の
出
し
物
は
、
毎
年
恒
例
の
ジ
ャ

ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
に
始
ま
り
、
各
支
部
競
い
合
っ
て
の
宴
会

芸
。
新
年
ら
し
く
祝
舞
・
詩
吟
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
に
腹
踊
り
・
パ
ン
ツ
上
げ
下
げ
ダ
ン
ス
ま
で
飛

び
出
し
会
場
は
笑
い
の
渦
で
す
。
数
え
切
れ
な
い
出
し
物

に
あ
っ
と
言
う
間
に
時
間
も
過
ぎ
、
最
後
は
里
副
会
長
の

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
の
音
頭
で
新
年
の
つ
ど
い
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

最
後
に
永
年
主
婦
会
の
担
当
を
さ
れ
て
い
た
永
尾
美
恵

子
さ
ん
が
こ
の
四
日
後
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
九
月
に
実
施
し

た
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
二
、

六
三
三
名
（
職
人
層
一
、
三
六

九
名
、
一
人
親
方
層
六
三
八
名
、

親
方
層
六
二
六
名
、
九
月
組
織

数
比
三
五
・
七
％
）
か
ら
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

調
査
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、「
平

均
賃
金
」
は
大
工
常
用
・
手
間

請
一
二
、
七
三
二
円
（
前
年
一

二
、
七
二
五
円
）、
大
工
一
人

親
方
一
四
、
五
六
七
円
（
前
年

一
四
、
六
〇
七
円
）、
各
職
常

用
・
手
間
請
一
二
、
七
三
五
円

（
前
年
一
二
、
六
〇
二
円
）、

各
職
一
人
親
方
一
四
、
五
三
八

円
（
前
年
一
五
、
六
〇
二
円
）。

「
平
均
就
労
日
数
」
は
一
七
・

九
日（
前
年
一
九
・
一
日
）。「
平

均
労
働
時
間
」
は
八
・
二
時
間

（
前
年
八
・
一
時
間
）。「
平
均

年
収
」は
三
〇
二
・
八
万
円（
前

年
三
一
七
万
円
）
で
し
た
。

ま
た
、
希
望
す
る
日
額
と
し

て
は
一
六
、
四
二
六
円
、
年
収

は
四
四
〇
万
円
と
い
う
こ
と
で
、

実
際
の
収
入
と
希
望
す
る
収
入

が
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
と

い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
今
回
の
調

査
で
も
賃
金
、
労
働
日
数
と
も

に
減
少
し
て
お
り
、
老
後
の
生

活
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
生
活

さ
え
不
安
な
状
況
で
す
。

こ
の
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
基
に
、
厳
し
い
現
状
を
少

し
で
も
打
破
で
き
る
よ
う
、
全

支
部
組
合
員
が
団
結
し
、
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
収
入
を

確
保
す
る
た
め
に
賃
金
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

質
問
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
途
県
議
会

報
告
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平 均

１２，７３２

１４，５６７

１２，７３５

１４，５３８

６１歳以上

１２，７６４

１４，５５０

１２，５６３

１３，９５３

５１～６０歳

１３，７７１

１４，５６２

１３，２９３

１４，０５９

４１～５０歳

１３，７１３

１７，３４１

１３，２１９

１５，１７３

３１～４０歳

１３，０５５

１４，２６３

１２，６３１

１４，０３９

２１～３０歳

１１，９７４

１４，５００

１１，１５１

１３，２００

常用・手間請

一人親方

常用・手間請

一人親方

大
工

各
職

昨
年
九
月
実
施
の

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

●
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
●

本部主婦会新年の集い １月２１日
稲佐山観光ホテル

主婦会パワー炸裂�

祝
舞
、歌
、踊
り
等
多
彩
な

出
し
物
で
大
賑
い

県
議
会
だ
よ
り

１９

質 問 事 項
�緊急雇用対策、救済対策について
�県内の雇用動向と解雇の現状について
�離職者等への具体的な緊急対策とは
�労働者派遣法の２００９年問題への対応策は
�建設業の工事発注方式の見直しについて
�建設業の不況の現状認識と打開策について
�建設工事の発注量と業者数について
�コンストラクション・マネジメント方式等
の研究と試行について

�総合評価落札方式の改善について
�最低制限価格の引き上げと、現場労働者の
賃金引上げについて

�木造住宅の振興策について
�公契約法（条例）の制定について
�学校等の耐震化について
�教員免許更新制について
�免許更新の受講料の軽減について
�離島等における講習について

二
月
定
例
県
議
会
始
ま
る

新
し
い
委
員
会

構
成
さ
る

世
界
遺
産
登
録
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
に
就
任

金
子
県
議
が
一
般
質
問

今年もがんばるぞ～

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２５号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）３月１５日発行
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組
合
は
、
組
合
員
本
人
が
病
気
等
で
入
院
又
は
通
院
治
療
を
受
け
て
や
む
な
く
仕
事
を
休
ん

だ
と
き
、
一
定
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
限
り
、
休
業
補
償
と
し
て
福
祉
共
済
会
よ
り
「
病
気

休
業
手
当
金
」
さ
ら
に
は
長
建
国
保
加
入
の
組
合
員
に
対
し
て
は
「
傷
病
手
当
金
」
の
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
休
業
補
償
に
つ
い
て
は
、
各
々
に
定
め
る
規
定
・
規
約
等
に
基
づ
き
、
支
給
の
可

否
や
給
付
処
理
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
頼
り
に
な
る
組
合
」
を
目
指
し
、
組
合
員
皆
様
方
に

ご
活
用
い
た
だ
き
、
広
く
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
組
合
が
行
う
休
業
補
償
の
内
容
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
支
給
要
件

�

す
で
に
病
気
休
業
手
当
金

及
び
傷
病
手
当
金
（
以
下
、

「
病
気
休
業
手
当
金
等
」
と

い
う
。）
の
支
給
を
受
け
た

組
合
員
が
、
再
び
同
一
の
疾

病
又
は
負
傷
（
以
下
、「
疾

病
等
」
と
い
う
。）
に
よ
り

療
養
の
給
付
を
受
け
て
、
そ

の
治
療
の
た
め
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

き
は
、
前
回
支
給
し
た
期
間

を
加
え
て
通
算
し
て
限
度
日

数
の
範
囲
内
に
お
い
て
支
給

す
る
。

�

限
度
額
（
満
額
）
の
支
給

を
受
け
た
月
よ
り
一
年
間
同

一
の
疾
病
等
に
て
入
院
・
通

院（
薬
剤
含
む
）を
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
そ
の
疾
病
等
は

治
癒
し
た
も
の
と
み
な
し
、

新
た
に
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

�

複
数
の
疾
病
等
に
よ
る
一

申
請
の
場
合
、
そ
の
疾
病
毎

で
は
な
く
、
同
一
の
も
の
と

み
な
し
、
各
々
の
疾
病
等
に

要
し
た
労
務
不
能
期
間
の
範

囲
内
に
お
い
て
通
算
し
て
支

給
す
る
。

�

異
な
る
疾
病
毎
に
係
る
複

数
の
申
請
の
場
合
で
、
各
々

の
疾
病
等
に
要
し
た
労
務
不

能
期
間
に
重
複
す
る
期
間
が

あ
る
場
合
は
、
同
一
の
も
の

と
み
な
し
、
重
複
し
て
支
給

は
行
わ
ず
、
各
々
の
疾
病
等

に
要
し
た
労
務
不
能
期
間
の

範
囲
内
に
お
い
て
通
算
し
て

支
給
す
る
。

�

第
三
者
行
為
（
交
通
事
故

等
）・
業
務
上
の
ケ
ガ
、
美

容
整
形
術
、
単
な
る
疲
労
に

伴
う
休
業
・
け
ん
怠
、
健
康

診
断
・
検
査
の
た
め
の
休
業

は
支
給
対
象
外
と
す
る
。

但
し
、
自
損
行
為
に
よ
る

事
故
な
ど
、
他
に
救
済
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
負
傷

に
至
る
経
過
等
を
踏
ま
え
別

途
審
査
の
上
、
支
給
の
可
否

を
決
定
す
る
。

�

疾
病
等
の
原
因
が
、
骨

折
・
打
撲
・
捻
挫
・
裂
傷
・

挫
傷
・
切
断
・
火
傷
、
原
因

が
明
ら
か
で
あ
る
腰
痛
な
ど
、

外
傷
性
で
あ
る
場
合
は
、
負

傷
届
を
申
請
書
に
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

前
項
な
ど
の
原
因
（
交
通

事
故
・
労
災
事
故
含
む
）
に

伴
う
傷
害
（
け
が
）
に
よ
り

入
院
し
た
場
合
に
は
、
福
祉

共
済
会
よ
り
「
組
合
共
済
サ

ポ
ー
ト
」
と
し
て
、
入
院
初

日
よ
り
最
高
一
八
〇
日
間

（
一
日

一
、
五
〇
〇
円
）

を
限
度
と
し
て
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

	

病
気
休
業
手
当
金
等
の
支

給
決
定
に
あ
た
り
、
疑
義
が

生
じ
た
場
合
は
、
支
給
済
の

疾
病
等
と
の
関
連
性
や
治
療

経
過
等
に
つ
い
て
、
必
要
に

応
じ
て
担
当
医
師
の
所
見
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。




疾
病
等
の
履
歴
や
診
療
状

況
等
の
確
認
に
つ
い
て
は
、

病
院
よ
り
送
付
さ
れ
る
診
療

報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）

に
よ
り
行
い
、
支
給
の
可
否

を
行
う
こ
と
と
す
る
。

二
、
申
請

�

病
気
休
業
手
当
金
等
の
支

給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
所
定
の
申
請
書
に
医
師

の
証
明
を
受
け
て
組
合
へ
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

療
養
期
間
や
労
務
不
能
期

間
等
の
記
入
漏
れ
が
あ
る
場

合
は
、
当
該
組
合
員
に
対
し

て
申
請
書
を
返
戻
し
、
担
当

医
師
に
訂
正
を
求
め
、
あ
ら

た
め
て
提
出
す
る
こ
と
と
す

る
。

休
業
補
償
を
は
じ
め
組
合
が

行
う
す
べ
て
の
給
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
規
定
等
に
基
づ
き
取

り
扱
い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
組
合
活
動
中
の
事
故

に
対
す
る
見
舞
金
制
度
が
平
成

二
十
一
年
一
月
よ
り
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
活
動
中
と
は
、

組
合
本
部
・
支
部
が
組
合
活
動

中
の
ケ
ガ
と
認
め
た
場
合
に
見

舞
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

病
院
等
の
通
入
院
日
数
に
よ
っ

て
一
万
円
〜
一
〇
万
円
の
見
舞

金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。���お知らせ���

◎高所作業車（１０トン未満）特別教育

日 時：平成２１年４月１６日�
午前８時３０分受付（午前９時～午後５時）

会 場：長崎地域職業訓練センター（時津町８工区内）

受講料：組合員９，０００円・非組合員１１，０００円

写真２枚（２．５×３．０�）筆記用具持参

◎足場作業主任者講習

日 時：平成２１年４月２７日�～２８日�
午前８時３０分受付（午前９時～午後５時）

会 場：建設長崎県北総合会館（佐世保市大黒町）

受講料：組合員６，０００円・非組合員８，０００円

※ 申し込みは、指定の申し込

み用紙に必要事項を記入の

上各支部事務所へ提出して

ください。

●労働保険は、政府が管理運営している強制保険です。

原則として労働者を１人でも雇っている事業主は労働保険に加入しなければなりま
せん。
建設長崎では、労働大臣の認可を受け労働保険事務組合を運営して事務処理等一切
を行っています。
労働保険に加入していない事業所は必ず加入して下さい。

労災保険とは…
事業所で働く労働者が業務上の事由または通勤途上での負傷や疾病、それによる障
害・死亡等に対しての災害補償を行うことにより労働者やその家族を保護する目的で
作られ、労働者を雇っている事業主は必ず、加入することが法律で義務づけられた保
険です。
労災保険に加入していない事業所での業務上災害発生の場合は、事業主が療養費や
補償等を納めなければならなくなります。

特別加入脱退時手続き変更について
特別加入労災保険料は、４月１日～３月３１日迄を１年分として納付します。
特別加入の脱退手続きを、年度更新の時にした場合は脱退した月迄の保険料が、必
要となります。
従って、事業主が現場で作業をしなくなり特別加入だけ脱退する場合は、３月末迄
に手続きをお願いします。

共
済
（
病
気
休
業
手
当
金
）

長
建
国
保（
傷
病
手
当
金
）

に
つ
い
て

長建国保

傷病手当金

資格取得日より３ヶ月後の同日より発生。
※資格取得日より３ヶ月後の同日より発病し、労
務不能となった場合より支給対象となります。
【例】 ４／１加入の場合、７／１より効力が発

生します。

労務不能となった日から起算して第４日目より
最高６０日間

１日につき ３，０００円
・長建国保組合規約
・長建国保保険給付規程及び内規

福祉共済

病気休業手当金

組合加入日より３ヶ月後の同日より発生。
※組合加入日より３ヶ月後の同日より発病し、労
務不能となった場合より支給対象となります。
【例】 ４／１加入の場合、７／１より効力が発

生します。

労務不能となった日から起算して第４日目より
下記日数を限度
加入３ヶ月超～１年未満 ２７日間
１年以上～２年未満 ３７日間
２年以上～ ４７日間

１日につき ４，０００円
・建設長崎福祉共済会規定
・建設長崎福祉共済会規定細則

区分

種目

発 効

支給期間

支給金額

規 程 等

労労働働保保険険ににはは、、必必ずず加加入入ししままししょょうう

お知らせ
◎支給金額と支給期間

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）３月１５日発行建 設 長 崎第５２５号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



建
設
長
崎
職
人
太
鼓

募集人員

２０名

２０名

訓練期間

２年

２年

募集科目

建築設計科

木造建築科

〜
年
の
初
め
の
叩
き
初
め
〜

建
設
長
崎
「
職
人
太
鼓
」
は

平
成
二
十
一
年
年
頭
の
一
月
二

日
と
六
日
に
そ
れ
ぞ
れ
太
鼓
の

演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
は
、
新
春
の
晴
れ
渡
っ

た
青
空
の
も
と
、
長
崎
歴
史
文

化
博
物
館
で
、
諏
訪
神
社
か
ら

の
初
詣
出
帰
り
の
方
々
を
対
象

に
「
れ
き
ぶ
ん
（
歴
文
）
の
お

正
月
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
、
午
前
と
午
後
に
そ
れ
ぞ

れ
三
曲
づ
つ
演
奏
披
露
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
六
日
に
は
、
セ
ン
ト

ヒ
ル
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
、「
長

崎
地
区
労
」
の
新
春
旗
開
き
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
二
曲
の
演
奏

披
露
を
行
い
ま
し
た
。

組
合
外
部
で
の
演
奏
は
大
変

緊
張
し
ま
す
が
、
今
後
も
演
奏

披
露
で
き
る
場
を
積
極
的
に
探

し
な
が
ら
、
日
頃
の
練
習
に
励

み
、
自
分
達
の
音
に
磨
き
を
か

け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

尚
、
職
人
太
鼓
は
メ
ン
バ
ー

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
太

鼓
に
興
味
あ
る
方
の
見
学
も
大

歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（

佐
藤
）

佐
世
保
市
亜
熱
帯
動
植
物
園
で
奉
仕
活
動

〜
建
築
し
た
建
物

「
花
と
緑
の
イ
ン
フ
ォ
」
開
所
式
〜

西
野
会
長「
感
無
量
の
思
い
」

�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

佐
世
保
支
部
協
会
（
西
野
勉
会

長
）
の
有
志
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
建
築
し
た
佐
世
保
市

亜
熱
帯
動
植
物
園
内
の
『
花
と

緑
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
』

が
十
四
日
、
開
所
式
を
行
っ
た
。

式
典
で
は
朝
長
則
男
市
長
も
出

席
す
る
な
ど
、
関
係
者
約
七
〇

人
が
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ
た
。

式
典
で
は
朝
長
市
長
が
「
今

回
、
中
小
建
設
業
協
会
や
北
松

森
林
組
合
な
ど
多
く
の
方
々
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
花
や
緑
に
関

す
る
相
談
や
情
報
提
供
の
拠
点

施
設
が
完
成
し
た
。
県
下
初
の

施
設
で
あ
り
、
今
後
の
動
植
物

園
の
発
展
に
も
寄
与
で
き
る
と

思
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

関
係
者
ら
に
よ
り
施
設
看
板
の

除
幕
披
露
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

式
典
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

式
典
に
出
席
し
除
幕
式
に
も

参
加
し
た
西
野
会
長
は
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
成
果
が
形
に
な
っ

た
こ
と
は
感
無
量
の
思
い
。
動

植
物
園
の
活
動
は
こ
れ
で
三
回

目
だ
が
、
今
後
も
年
一
回
程
度

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
た

い
」
と
今
後
の
活
動
に
も
意
欲

を
示
し
た
。
ま
た
、
施
設
の
資

材
を
提
供
し
た
北
松
森
林
組
合

の
市
瀬
健
爾
組
合
長
も
「
わ
れ

わ
れ
の
で
き
る
範
囲
で
ご
提
供

し
た
。
動
植
物
園
側
の
熱
意
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
感
動
し

た
。
今
後
も
依
頼
が
あ
れ
ば
協

力
し
た
い
」
と
話
し
た
。

同
施
設
は
、
園
内
の
休
憩
所

だ
っ
た
場
所
を
全
面
的
に
改
修
。

木
造
平
屋
（
延
床
面
積
約
二
十

五
平
方
�
）
の
建
物
。
丸
太
を

組
み
、
躯
体
を
構
成
す
る
な
ど

ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
に
仕
上
が
り
、

同
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

あ
る
「
サ
ザ
ン
ボ
ス
」
や
園
職

員
な
ど
が
常
駐
。
市
民
か
ら
の

花
や
緑
の
相
談
を
受
け
付
け
る
。

（
建
設
新
聞
よ
り
転
載
）

二
月
一
日
�
浦
上
総
支
部
青

年
部
の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し

た
。今

回
は
青
年
部
員
の
家
族
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
青
年
部

員
十
二
名
、
家
族
四
名
、
青
年

部
担
当
役
員
一
名
、
書
記
局
三

名
の
合
計
二
十
名
が
、
午
前
十

時
に
長
与
町
嬉
里
郷
に
集
合
し
、

懇
親
会
会
場
ま
で
の
約
二
キ
ロ

の
道
の
り
を
一
時
間
三
十
分
か

け
て
「
清
掃
奉
仕

活
動
」
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
は
、
住
宅

街
の
歩
道
な
の
で
、

ゴ
ミ
は
少
な
い
も

の
と
思
い
き
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
手
に

持
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
ゴ
ミ
袋
が
ほ

ど
ほ
ど
に
膨
ら
ん

で
い
ま
し
た
。

寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
で

の
奉
仕
活
動
を
終
了
し
、

森
青
年
部
担
当
役
員
の
あ
い
さ

つ
に
引
き
続
き
、
浦
上
東
支
部

の
吉
田
部
長
の
乾
杯
を
合
図
に

「
カ
キ
焼
き
懇
親
会
」
が
ス

タ
ー
ト
。
大
村
湾
で
採
れ
た
新

鮮
な
「
カ
キ
・
サ
ザ
エ
・
ホ
タ

テ
」
に
ア
ル
コ
ー
ル
も
程
よ
く

入
り
体
も
温
ま
り
、
気
心
が
し

れ
た
仲
間
同
士
、
仕
事
に
趣
味

に
と
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

（
井
関
）

二級建築施工管理技師【建築】受験対策講習会のお知らせ
昨年に引き続き上記の講習会を下記のとおり実施します。

受講申込受付 今月より随時受付
受講申込場所 島原建設技術専門学院
講 習 期 間 平成２１年７月上旬～１０月下旬まで（２８日間予定）
講 習 時 間 毎週２回（火・金）予定 午後６時３０分～９時まで
講 師 島原工業高校教諭
受 講 料 ３０，０００円（予定）
講 習 内 容 建築一般�・建築一般�・安全管理・施工計画・品質管理

工程管理・法規�・法規�・実技全般
受験資格（実務経験）

高等学校卒業後４年６ヶ月以上 その他の者８年以上
大学・専門校により実務経験は異なります

受験申込用販売期間 平成２１年６月１５日～７月１１日予定
受験申込受付期間 平成２１年６月２９日～７月１１日予定
試 験 １１月１０日前後予定

島原建設技術専門学院 ０９５７－６３－１２９７

平平成成２２１１年年度度入入校校生生募募集集
長崎建設技術専門学院

１ 募集期間
願書受付
平成２１年３月３１日まで
２ 募集科目

※毎週土曜日
午前９時～午後５時まで

３ 応募手続き
�入学申込書
�写真（３�×４�）１枚
４ 必要経費
入学金他手数料 ５５，０００円
授業料 毎月 １０，０００円
（組合員は毎月８，０００円）

問い合わせ先
長崎建設技術専門学院
長崎市城山町１７－５８
０９５－８６１－９２６１

中
小
建
設
業
協
会
佐
世
保
支
部

浦
上
総
支
部

青
年
部

二二級級建建築築士士（（学学科科））受受験験対対策策講講座座
受受講講生生募募集集

二級建築士試験合格を目指して、二級建築士講座を開講致します。ご希望の方は
申込書にてお申込下さい。（但し、開催最低人数５名。人数が達しない場合は中
止となる場合があります。）
１．講習期間 平成２１年４月中旬 開始予定～全２７回

（原則 月・水・金曜日、急遽日程変更がある場合があります。）
２．講習内容 計画・力学・構造・法規・施工
３．講習時間 午後６時３０分～午後９時００分まで
４．受 講 料 ４５，０００円（テキスト代等別途）
５．受付期間 随時受付。申込書の持参か郵送、又はFAXにて受付致します。
６．受付場所 長崎市城山町１７－５８

長崎県建設技術専門学院本部
TEL ０９５－８６１－９２６１
FAX ０９５－８６１－９２７３

～寒風吹きすさぶ中、
清掃奉仕活動～

長崎歴史文化博物館

長崎地区労旗開き－セントヒル長崎

建物の落成式典

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２５号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）３月１５日発行


